
 

                             令和元年度 第 1号 令和元年７月  

         佐賀県立佐賀商業高等学校        

         進 路 だ よ り  佐賀県立佐賀商業高等学校 

進路指導部                                            
  

５月に元号が変わり、令和元年がスタートして２か月が過ぎました。日本中が新しい時代に向けて、希望や夢を

膨らませました。皆さんもそれぞれ、自分の将来の夢を抱いていることと思います。その夢がぜひ、実現するよう

に、高校時代の今、精いっぱい多くのことに取り組んでほしいと考えています。 

 

★ 企業訪問について 

 進路指導部では５月中旬から企業訪問を行いました。これまで就職してお世話になっている企業から求人の動向

や望まれる人材などの話を聞きました。ほとんどの企業では『コミュニケーションが取れる人』が望まれています。

例えば会社内の人と共に仕事ができる、相手が何を伝えようとしているか察することができ、さらに自分の意見を

きちんと伝えられることです。また何事にも『やる気』を持っていることです。自分が行う仕事に関心を持ち、主

体的に取り組む、向上心を常に持ち仕事に取り組むことができるということです。もちろん『明るさ、元気』とい

ったことも多くの企業が挙げられます。このようなことは社会人になったからといって、すぐには身に付くもので

はありません。就職希望の生徒だけでなく進学を考えている生徒も今から意識して取り組むようにしたら、高校生

活も良い方へ変わると思います。 

 

★ オープンキャンパスの勧め 

本校は毎年、学年のほぼ半数が大学や短期大学、専門学校へ進学をします。多くの学校があり、また様々な入試 

制度があり、なかなか決められない生徒もいるようです。気になる学校にはぜひ、『オープンキャンパス・学校説

明会』に参加してください。友達や情報誌からのみ情報を集めるのではなく、自分の目で確認してみることはとて

も大事です。また第一希望の１校だけではなく数校のオープンキャンパスに参加し、『比較・検討する』ことが大

切です。１、２年生も参加できます。できれば保護者と一緒に参加し、学費などの費用のことを確認してもらいま

しょう。日程のお知らせはＨＲや進路指導室周辺に掲示しています。 

憧れの大学や専門学校に行って、学内を見る、キャンパスを歩く、そうするとやる気が出てきます。「あの大学

に、専門学校に絶対合格して、キャンパスを歩くんだ！」という強い気持ちは勉強の励みになります。そういった

ことからも、お勧めです。 

 

★ ３年生の行事予定 

 ７・８・９月の進路に関する日程です。時間、場所等の詳細は後日、連絡します。必ず、自分で確認すること。 

 

  《全員》  ７／２２（月） 登校日（進路啓発セミナー準備）  

        ７／２３（火） 進路啓発セミナー 

  《就職》  ８／ ２（金）校内選考会（県外）   

８／ ５（月）（午後） 

７（水）（午後）  校内選考会（県内） 

８（木）（一日）  

        ８／２１（水）校内選考会（県内・県外） 

  《進学》  ７／２４（水）～２６（金）  進学補習 

        ８／２１（水）～２８（水）   （１学期より受講している生徒） 

８／２１（水）校内選考会（ＡＯ入試）   

９／２０（金）校内選考会（指定校・公募制推薦・他） 

 

 



平成 30年度 先輩たちの合格体験記 

 今年の３月に、本校を巣立った先輩の合格までの体験です。参考にできる部分も多くあるのではないでしょうか。 

 

就 職  

○情報処理科 大久保 笑香    トヨタ自動車株式会社 

 

私は高校一年生の頃から卒業したら就職したいと考えていました。しかし、具体的な企業など何も決まっておら

ず、ただ事務職に就きたいと考えているだけでした。私がきちんとトヨタ自動車に就職したいと考えたのは二年生

の三学期です。最後の星プランでの進路の先生による話で「今の時代は人手が足りない企業が多く、男女関係なく

求人票を出すところが多い」ということを聞き、私は商業生だから、女性だから、という概念にとらわれず自分に

合った仕事は何だろうと考えました。トヨタ自動車は世界トップクラスの自動車会社であり、その車づくりに自分

が携わっていると考えると、とても魅力的だなと思い決めました。トヨタ自動車を受験することが決定してからは、

試験勉強と苦手な面接に力を入れて頑張りました。試験では面接も大事ですが、まずは筆記試験で受からなければ

意味がありません。筆記試験で落ちない為にも誰よりも早く自分でテキストを購入して勉強することが大事です。

私は筆記内容がＳＰＩでした。ＳＰＩは問題数がとても多いので時間内に解けるか不安でしたが、先輩方の受験報

告書には、「ＳＰＩはたくさん問題を解いて慣れることが大切だ」と書かれていたので私は一回だけでなく繰り返

し解き問題の形式に慣れるようにしました。面接の練習は朝ＨＲの前から放課後まで先生方にお願いして指導して

もらいました。最初は質問されたことに対して、すぐに自分の言葉でまとめることができず失敗ばかりでしたが何

度も練習するうちに頭の中で整理をしてスラスラと自信をもって言えるようになりました。また、先生方一人ひと

りが違った部分を細かくアドバイスをしてくださいました。なので、色んな先生方と面接練習をたくさんしてほし

いと思います。 

まずは一番に自分が働きたいと思う企業・職種、そして自分自身のアピールポイントを見つけて相手に伝えるこ

とが大切です。苦しいことから逃げず将来に、向かって精一杯頑張ってください！応援しています。 

 

進 学 

○情報処理科 吉末 悠人 立教大学経済学部 

 

私は佐賀商業に入学した時から、進学しようと考えていました。はじめは特に興味がある大学はなく、なんとな

く国公立大学を目指していましたが、進学先は将来を左右する重要なことだという意識がだんだんと芽生え、２年

生の頃から大学調べに取り組みました。進学先を決定する上で注目した点は、将来自分がどう在りたいか、という

点でした。私の場合、会計・経営・証券取引に興味があり、企業に就職して活躍したいと考えており、立教大学会

計ファイナンス学科を志望しました。学びたい分野のカリキュラムが充実している事と、首都圏にあるためアクセ

スが良く様々な経験を積むうえで便利な事に魅力を感じ、決定しました。 

立教大学の推薦条件には実用英検２級が必須でした。検定取得のために重点的に取り組んだことは単語をひたす

ら覚えることと、ライティングの練習をすることでした。検定前の、３年生の４月から６月は部活動が忙しく、と

にかく時間がなかったため、家に帰ってからはもちろん、休み時間やちょっとした隙間時間を活用して勉強に取り

組みました。授業での英検対策でも集中して取り組んで努力してきたことが自信となり、本番で力を発揮して合格

することができました。受験前は英語は一番の苦手教科でしたが、検定の勉強を通して力がついたのが実感でき、

英語だけでなく様々な分野に対する勉強のモチベーションがあがりました。推薦条件だからという理由で始めた勉

強でしたが、検定取得後には思いがけない価値あるものとなっていました。                     

ちなみに私が佐賀商業に進学した理由は、野球が強い高校で野球がしたいからで、勉強に対する意識は決して高

くありませんでした。そんな私でも検定取得等を目指す中で商業科目に興味が湧き、その他の学習にも自然と力が

入り、勉強に対して嫌という気持ちが高校生活の中で変化しました。 

後輩の皆さんの中には、勉強などの現在取り組んでいることに対して意味があるのかと感じている人もいるかも

しれません。しかし今やっている事の価値は未来になってしかわからないものです。何事にも、何気なくではなく

一生懸命取り組んでみてください。きっとそれは将来のあなたにとって大きな財産となるはずです。 

 

 

 



★ 読書にチャレンジ 

もうすぐ夏休みに入ります。この長い時間を利用して、読書に取り組んでみてください。皆さんの周りではいろ

いろな出来事、問題が起こっています。世界の諸問題についてよく知ることは必要です。就職試験では一般常識の

テストや面接、大学試験では小論文を書くために必要になってきます。進路でお勧めの本を紹介します。 

 

 書     名 著 者 名 出 版 社 定価 

医療系 

ボランティアナースが綴る東日本大震災 全国訪問ボランティア 

ナースの会キャンナス 

三省堂 1,620 

医療の限界 小松秀樹 新潮社 756 

医療大転換 葛西龍樹 ちくま新書 799 

命の格差は止められるか イチロー・カワチ 小学館１０１新書 778 

話を聞かない医師思いが言えない患者 磯部光章 集英社新書 799 

患者さんに伝えたい医師の本心 高本眞一 新潮新書 756 

人文系 

「個性」を煽られる子どもたち 土井隆義 岩波ブックレット 605 

うわさとは何か 松田美佐 中公新書 907 

たったひとつの「真実」なんてない 森達也 ちくまプリマ―新書 886 

それでも、日本人は「戦争」を選んだ 加藤陽子 朝日出版社 1,836 

ＡＩの衝撃 小林雅一 講談社現代新書 864 

ローカリズム原論 内山節 農村漁民文化協会 1,944 

経済系 

地域再生の経済学 神野直彦 中央公論新社 734 

弱者の居場所がない社会 阿部彩 講談社 799 

人口と日本経済 吉川洋 中公新書 821 

財政学から見た日本経済 土井丈朗 光文社 756 

１８歳からの格差論 井手英策 東洋経済新報社 1,080 

これだけは知っておきたい働き方の教科書 安藤至大 ちくま新書 842 

限界集落の事実 山下祐介 ちくま新書 950 

福祉系 福祉を変える経営 小倉昌男 日経ＢＰ社 1,404 



つながりの作法 同じでもなく違うでもなく 熊谷晋一郎 

＆綾屋紗月 

ＮＨＫ出版 756 

介護保険 地域格差を考える 中井清美 岩波書店 756 

福祉ＮＰＯ 地域を支える市民起業 渋川智明 岩波書店 756 

国際関係 

「正しい戦争」は本当にあるのか 藤原帰一 ロッキング・オン 1,728 

グローバリズム以後 エマニュエル・トッド 朝日新書 778 

世界をこんなふうに見てごらん 日高敏隆 集英社文庫 475 

アジアの歩き方 野村進 講談社 734 

日本はどう報じられているか 石沢靖治 新潮社 734 

ＯＤＡ（政府開発援助）日本に何ができるか 渡辺利夫・三浦有史 中央公論新社 799 

ジャンルに 

関係なく 

読んで 

おきたい本 

ボールのようなことば 糸井重里 東京糸井重里事務所 799 

日本人は何を捨ててきたのか 鶴見俊輔 筑摩書房 1,296 

わたしはマララ マララ・ユスフザイザイ 

＆クリスティーナ・ラム 

学研マーケティング 1,729 

学生時代にやらなくてもいい２０のこと 朝井リョウ 文芸春秋 1,080 

大学選びより（１００倍）大切なこと 筒井美紀 ジャパンマシニスト社 1,296 

  

 ★紹介している本の中には絶版または重版未定の本もあります。 

★この他にもお勧めの本はあります。探している人は進路指導室へどうぞ。   

  

 

☆ 令和元年度 進路指導部の紹介 ☆☆ 

 

   ・主任 彌富美貴子  ・副主任（進学）土橋輝也  ・副主任（就職）森公寿  ・２年 牟田眞佐美   

・２年 西村悦子   ・２年 田島香織      ・３年 鬼崎博史     ・３年 平野諒 

・３年 執行嘉美   ・３年 圓入牧子      ・進路事務 永石久仁子        

     

    〇進路のことで質問があったら、担任の先生や進路指導部の先生へ聞いてください。 

    〇進路指導室にも来てください。 


